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◎今年度は、 
 

実際に現場にお伺いし、ヒアリング調査を堺区対象で行いました。 
これを実施したことで、様々な NPOの実態がみえてきました。 

この調査が基盤となって、 
中間支援として様々な事業展開を考えることができます。 

 
 

情報発信事業も、チラシやHP作成のお手伝いが活発になりました。 
人材・資源的に困っている NPOの情報発信の底上げをめざして、 

「気軽にたのめる人」「身近な人」の中で 
作ってくれる人を探していた団体さんと出会い、 

いくつかの団体の情報発信のお手伝いをさせていただきました。 
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１．市民活動支援事業 
 
事業名 市民活動支援事業 

（1） SEINの NPO支援センター運営事業 
①堺モデルの協働の場づくり 
②ボランティアやインターシップの受け入れ 

（2） 堺市市民活動コーナーの運営事業 
①三者協働会議 
②NPO同士を情報発信でつなげる 

   ③他県・他市の評価基準の事例収集 
事業目的 市民が自主的・自発的に行う活動を「ネットワークづくり」「運営・設立相談」「運営に役

立つ情報提供」「NPOを担う人材育成」によって支援する。 

 
（１）SEINの NPO支援センター運営事業 
①堺モデルの協働の場づくり 

市民協働が加速して進んだけれど… 
【成果】 
行政との関係づくりを働きかける中で、“堺市の市民協働”の動きが加速し、市民協働へのしくみづく

りへの動きが始まりました。 
＊市民参加・協働のガイドラインが出来たことにより 
１．役職がついた行政の方々へ「協働」の研修が行われました。 
２．参加・協働評価方法検討ワーキング会議が生まれ、市民の声も反映する場が設置されました。 
【課題】 
区域の特色を活かした街づくりをすすめる堺市の方向性と、市全域を対象にしている市民活動コーナ

ー自体のあり方について、考えていく必要がある。 

 
②SEINのボランティアやインターンシップの受け入れ 

ボランティアやインターン等の受け入れ計5名！！ 
【成果】 
１．ボランティアスタッフとして 2名、インターンとして 2名、大学院の実習生として 1名の受入を
行いました。 
２．ボランティアやインターンシップに対する登録シートができ、関わるためのプログラムを一緒に

考える仕組みづくりができました。 
【課題】 
１．受け入れるにも時間を取られるため、インターン側にも、明確に SEINの事業を通して、「これが
したい！」「こうなりたい！」というものがないと、受入自体も難しいことがわかりました。 
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（２）堺市市民活動コーナーの運営事業 
①三者［堺市市民協働課、堺市社会福祉協議会（堺市民活動サポートセンター運営主体）、特定非営利活動法人 SEIN

（堺市市民活動コーナー運営主体）］協働会議 

三者協働会議も6回を開催！！三者間での信頼関係が少しずつ構築！！  
【成果】 
１．三者会議も順調に進められ、定期的な意見交換の場が定着しました。 
２．定期的な場が生まれたことで、中間報告等の情報交換もスムーズになり、少しずつ信頼関係も生 

まれました 

 
②NPO同士を情報発信でつなげる 

NPO情報メール便も8月より8回実施！！のべ58団体のチラシ集まる！ 
【成果】 
１．8月からこのサービスを始め、下記のように DMに同封しました。 

 月 団体数 種 類  月 団体数 種 類 

1 8月 11団体 16種類 2 9月 8団体 10種類 

3 10月 8団体 9種類 4 11月 10団体 10種類 

5 12月 5団体 9種類 6 1月 7団体 8種類 

7 2月 4団体 6種類 8 3月 5団体 6種類 

 平均 7.25団体 9.25種類 
 8月と 11月のみ、10団体のチラシを集めることができました。 
２．これを同封したことで、他団体の情報を知ることができた、実際に活動に参加してもらえたとの 
  団体の成果もありました。 
 
【課題】 
１．目標としている 10 団体を越える月もあったが、全体の平均は、7.25 団体でした。特に 1 月～3
月は、イベントが少ないこともあり、堺市市民活動コーナー自体のチラシ配架も減少し、同封を希望

するチラシが集まりにくい時期があります。 
２．このサービスを使ったことで、どれくらいの効果があったかなどの追跡調査を行い、その効果が

あった事例を紹介する仕組みづくりが必要です。 
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③他県・他市の評価基準の事例収集 

8月より掲載継続中！！現在vol.8 まで紹介！ 
【成果】 

 内   容 
① 

8月 

補助等の支援先、委託等の協働相手先としての NPOを選定する際の判断材料 
１．大阪府府民活動推進課 NPOグループ「NPO活動自己評価シート」 

 ２．「canpan」について紹介 

② 
9月 

行政側の取り組みとして「協働のパートナーと友に学び、互いに育つ仕組みとして、協

働事例を広く公開・活用する！」を行う自治体の取り組み例 
１．高松市の「協働」のまちづくりページ（事例集等）を公開事例 
２．神戸市の「協働と参画のプラットホーム」の取り組み事例 

③ 
10月 

市民自らが参加し、“選択する”という形で「市民活動の促進を図る」ことを行ってい

る事例について紹介 
１．市川市の 1％支援条例 

④ 
11月 

企業と協働するきっかけをつくる民間の取り組みについて 
 １．チャリティ・プラットフォーム 
 ２．ユメコラボ 

⑤ 
12月 

地域・公益ポータルサイト推進プロジェクト全国会議について 
 １．地域・公益ポータルサイト推進プロジェクトとは？ 
 ２．公益ポータル最前線 

⑥ 
1月 

「新しい公共」に関する動きについて 
 １．新しい公共のうごきの背景 
 ２．今後の予定 

⑦ 
2月 

「新しい公共」に関する動きについて② 
 １．「新しい公共」の担い手について 
２．市民公益税制と認定 NPO法人制度の見直しについて 

⑧ 
3月 

「新しい公共支援事業について」 
 １．「新しい公共支援事業交付金交付要綱」について 
 ２．全国の取組み事例 2例（1.沖縄県、2.茨城県） 

の上記の情報収集を行いました。 
【課題】 
集めた事例を蓄積し、実態はどうなのか？を把握ができていません。 

 
２．コミュニティカフェ運営事業 
 
事業名 コミュニティカフェ運営事業 

 ①パンゲアカレッジを定例的に行っていく 
事業目的  人材不足である NPO の担い手として、また将来、社会を創る担い手としての“若者”に、

社会問題・地域課題（特に NPO・NGO や市民活動団体などが取り組む）を知る機会を提供

することで、若者の社会参加を促し、自立・持続した活動をめざす NPO や NGO と若者力を

つなげていく、気軽な入口としてコミュニティカフェを運営する。 

 
①パンゲアカレッジを定例的に行なっていく 

パンゲアにとって厳しい1年！でも、なんとかふんばる。 
【成果】 
１．売上に関して 
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 今年は、苦戦を強いられましたが、広報による集客の可能性がまだあることがわかりました。 
２．趣味パンゲアに関しても、チラシができました。 
３．2011年度以降の動きに関して、3つのプロジェクトが動き始めました。 
（１）5月 10日よりランチ開始プロジェクト 
（２）ひょっこり井戸端プロジェクト 

     いろんな世代が井戸端のように、ひょっこりと気軽に行くことができる場（特に子育てを応援する場）づく

り 
（３）パンゲアカレッジプロジェクト 

“パンゲア”というハコを通じて、出会った方たちと、時には先生！？に。時には、生徒！？に、なっていた
だきながら、学びたい！知りたい！やってみたい！をカタチにする場づくり 

【課題】 
１．安定収入の確保（大人数の予約を取る、会議室等に活用してもらうなど）、いろんな形で団体客を

確保していくプランが必要です。 
２．売上が安定していないと、カフェ以外の部分の事業に取り組みにくく、コミュニティカフェとし

ての発展がしにくく、バランス感覚が必要です。 

 
３．市民活動団体に関する情報発信支援事業 
 
事業名 市民活動団体に関する情報発信支援事業 

① ブログガイドボランティア育成によるフォロー体制の構築 
② 地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト 
③ 情報発信事業を収入の柱とする基礎をつくる 

事業目的  ＮＰＯや市民活動団体の情報が一箇所で見つけられるポータルサイト(玄関)となるサ

イト設立や、ＮＰＯや市民活動団体の情報発信を通して、 

  ①堺においてＮＰＯ同士の協働を促し、 

  ②ＮＰＯや市民活動団体が社会から支援を受けやすくし、 

社会からの信頼性を高めるため 

 
①ブログガイドボランティア育成によるフォロー体制の構築 

ブログカフェのべ53名参加！！本気のブロガーとサポーター誕生中！ 
【成果】 
１．情報発信を継続的に促すための、利用者間の情報交換とつながり作りを目的に、8 月より毎月南

区中心に開催。 
２．ブログガイドボランティア 3名誕生。 
【課題】 
１．ブログガイドボランティアの活動内容を明確に定義できていない。 
２．ガイドボランティアの経験を経て、その後のビジョンが描けていない。 

 
②地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト 

参加完了！全国の動きを堺へ発信し、NPOの情報発信のアーカイブ化 
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【成果】 
１．「地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト」へ NPO法人 SEINとして正式に加盟。 

NPO や地域での公益的な活動が、より多くの市民・企業・行政に信頼され、支援されるために、NPO の適切な
情報開示の推進や地域やテーマごとに NPO の団体情報や活動情報を集積するポータルサイトの開発に中間支援
組織が連携して取り組むプロジェクト 

２．上記①プロジェクト全国会議に参加。 

【課題】 
地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクトで、何を学び、何をさかい Com＊Comと結びつけるかに
ついて、イメージが明確になっていない。 

 
③情報発信事業を収入の柱とする基礎をつくる 

依頼が、コンスタントに入っています！ノウハウや情報のフィードバックが課題 
【成果】 
１．「さかい Com＊Com」更新のご案内を通知しました。 
２．SEIN HPに掲載する情報を整理し、HP校正中です。 
 チラシ・フライヤー作成で 7件 11種類、HPの作成依頼で 2件の依頼を受けました。 
【課題】 
１．講座開催予告、報告ブログを設立できていません。 
２．Com＊Com利用者や団体者を対象にアンケート調査が行えていません。 
 利用者のニーズに合ったサービスを構築する上で欠かせない情報は、対面での会話程度でしか確認

できていません。 
３．Com＊Com利用を促す、メールマガジンも発行できていません。 
４．受付の体制や流れの見える化、利用件数の向上が図れていません。 

 
４．参加型の話し合いの場の企画・運営事業 
 
事業名 参加型の話し合いの場の企画・運営事業 

① ラウンドテーブルの目的の見直しと、新規参加者の拡大 
② 参加者同士で聴き合う関係（ネットワークづくり）ができる講座内容を充実 

事業目的  ラウンドテーブル＝課題の共有と情報交換の場として、立場の違う人が集まり、情報交

換を行い、参加者自身が仲間や、繋がりたい団体を連れてきたくなるような場を提供し、

市民活動団体同士の自発的な協働を促進するため 

 
①ラウンドテーブルの目的の見直しと、新規参加者の拡大 

8月 26日にNPOの交流会を開催し、21団体40名の参加あり！！ 
 【成果】 
 中間支援組織的な動きをする 4 つの団体が協働主催イベントという形で開催することができまし
た。そして、「新たな公共」を考える一歩を民間側から始めることができました。 
 【課題】 
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 今後の展開をどうしていくのか？関わりをどうしていくのか？そのあたりの 4 者で話し合いの場を
持つ必要があるように思います。そして、堺の市民活動団体に、どう関わっていくのかも、考える必

要があります。 

 
②参加者同士で聴き合う関係（ネットワークづくり）ができる講座内容を充実 

コミュニケーショントレーニングを取り入れた研修を 

堺市・松原市・大阪狭山市・河内長野市・生野区・京都市・兵庫県で11講座を担当！！ 
【成果】 
１． 堺市に限らず、他市で行われている講座にファシリテーターとしてお招きいただきました。 
２． 2010 年 8 月の理事会にて、講座を受ける際の流れを確認し、講座申込書や報告書等のフォーマ
ットが完成しました。 

【課題】 
１． 主催事業には至らず、せっかくある「パンゲア」という場所を活用できていません。 
２． ＳＥＩＮの人派遣します！の講座受け入れの流れや実績がまだＳＥＩＮのＨＰ上で紹介されて

いません。 

 
５．市民活動団体の事務局支援事業 
 
事業名 市民活動団体の事務局支援事業 

 ①堺市内の NPO 法人の事務局体制実情の調査を行う 
事業目的  NPO 自体の事務局を担う人材不足を支援することで、NPO の円滑な運営に協力し、より

活発な NPO 活動を促進するため。 

 
①堺市内の NPO法人の事務局体制実情の調査を行なう 

NPO法人観濠クルーズSakai の事務局支援は2010年度も継続して実施！！ 
調査に関しては、今年度は実施していません。 

 
６．市民活動団体とその活動に関する調査研究および政策提言に係る事業 
 
事業名 市民活動団体とその活動に関する調査研究および政策提言に係る事業 

①堺市社会福祉協議会と、「地域課題解決型の市民活動支援の取組み」を行うために、

「市民活動の現状調査」を行なう 
事業目的  堺市内の NPO や市民活動団体の現状を正確に把握し、社会に発信、提言していくことで、

NPO や市民活動団体が自立した活動がしやすくなる環境整備を行うため。 

 
①堺市社会福祉協議会と、「地域課題解決型の市民活動支援の取組み」を行うために、「市民活動の現

状調査」を行なう 
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モデル区は堺区で！現在、基礎情報収集に重きをおき、リスト作成中！！ 
【成果】 
1．堺区をモデル区として実施。66法人を対象に実施。 

ヒアリングに行った団体の数 26法人 

ヒアリングせず、HPチェックしてほしいとの返事 1団体 

解散届けや移転届けを提出していない団体 2団体 

電話がない（わからない・変更している）団体 16法人 

電話はわかるが通じない・メールの反応がない団体 6法人 

介護保険事業所としての動きしか把握できない団体 5法人 

活動がストップ状態の団体（事業報告がない） 3法人 

ヒアリングにいけていない団体（活動しているが連絡がとれない団体等） 7法人 

 という現状であることがわかりました。 
２．堺市社会福祉協議会と取り組んだことにより、行政のニーズもここにあり、2011年度には、堺市
市民活動コーナーの事業の一つとして予算化されました。 
３．この事業の取り組みの大きな目的である、地縁組織とテーマ型組織が連携して取り組んでいる事

例が 3つわかりました。 
（１）湊西地域生活促進協議会  

NPO 法人きずなの会が事務局を担う。法人所在地近隣地域の自治会や校区福祉委員会、民生児童
委員の方々との密接な連携のもと、地域に潜在する福祉ニーズの掘り起こしを行っている。 

（２）英彰小学校放課後ルームへの講師派遣  
 NPO法人アートのある街づくり会が講師派遣 
（３）大仙西まちづくり協議会 

 NPO 法人ヒューマンライツアドバンス堺が協議会メンバーとして参加 
【課題】 
１．3 月 11 日の東日本大震災に伴い、堺市社会福祉協議会とのまとめが止まり、2010 年度内に作成
することができませんでした。 

 
７．その他 
 
【内部への取り組みとして】 
①ＳＥＩＮを支えていただいている会員さんとのコミュニケーション！！の取り組み 

①毎月10日に会員向けメールマガジンを発行！！ 

②ボランティア登録もお願いし、1名登録提出してくださる。 

【成果】 
１．毎月 10日頃のメーリングリストへの配信は続け、今年度は、32号まで配信しました。 
２．餅つき大会など、会員さんに 5 名参加していただくなど、現場を見ていただく機会も増えてきて
います。 

３．事業ごとの広報媒体ができ、年賀状などを活用して広報したことで、SEIN 自体がどういった事
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業を行っているか、具体的に伝えることができました。 
【課題】 
１．メールや HP 等を使った発信が主になっているため、メールや HP 等を見ないと、情報が伝わっ
ていません。 

２．会員以外でもご協力いただいている方にも、伝わる媒体がまだないため、その方に、会員になっ

てもらうきっかけが作れていません。 

 
【外部への取り組みとして】 
①SEINの積極的な情報開示 
【SEINのサイトの充実】 
１． 歴史年表（実績）のページの充実と報告ブログとの連携を図っている。 
２． 団体概要およびミッションのページにて、事業報告書や事業計画書ダウンロードできるように

している。 
３． SEINの人財募集のお知らせのページも作成し、積極的にボランティア募集を行っている。 

【外部ポータルサイトへの情報掲載】 
 １．Canpanへの団体情報登録を行い、現在は情報開示レベル「★★★★」 
 ２．大阪 NPO情報ネットの NPO個別入力情報への掲載 
②メディア掲載 
【ＳＥＩＮの取り組み】 
 １．サイト：キットプレス 私的・すてき人 File.67 
 ２．ブログ：堺・上野芝時間 元気な仲間たち 
【コミュニティカフェパンゲアに関して】 
 １．会報：インドマイトリの会の会報 94号「堺からインドの子どもに happyを」の取り組み掲載 
 ２．雑誌：「南大阪のおいしい店」10月 5日発行分 
 ３．ケーブルテレビ：「アンダンテ AHNdante」10月前半放送（火曜 14時 30分~・木曜 24時~） 
 ４．フリーペーパー：「関西遊びマップ」7月号にて掲載 
 ５．雑誌：「るるぶ」堺版にて掲載 11月発行予定 
 ６．フリーペーパー：「Taco」＠阪神高速に掲載 
 ７．新聞：朝日新聞「堺旧港」特集にて、紹介。 10月 10日 
③ＳＥＩＮや堺市内の NPOについてお話させていただく機会をいただく。 
１．A’ワーク創造館のトークサロン「あたらしい働き方」ゲストトーク 

 ２．A’ワーク創造館「社会的事業マネジメント科」にて、事例紹介 
 ３．いきいき堺市民大学にて、堺市内の NPO法人についての講義 
 ４．岸和田市のまちネット交流会にて話題提供 
 ５．近畿地域福祉学会＠堺 でパネラーとして 
 ６．KNN現場訪問の勉強会＠堺の受け入れ 
 ７．帝塚山学院大学にて、講義 
 ８．いきいき堺市民大学のフィールドワークの受け入れ（現場ツアー＆市民活動☆交流かふぇ） 
④委員や審議員として 
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 １．セカンドステージ応援団運営協議会 
 ２．いきいき堺市民大学運営委員 
 ３．街づくり夢基金の運営委員 
４． すずめ踊り協賛会の監事 
５． みどりのつどいの企画委員 
６． 参加・協働の評価方法検討ワーキング会議 
７． 和泉市市民活動支援制度判定会 
８． 堺市緑の政策審議会 
９． 枚方市ふれあいファンド審査会 
１０． 堺市災害ボランティアセンター協働運営ネットワーク 
１１． 堺市地域福祉計画推進懇話会 

⑤積極的に外部のイベントへの出店 
【ボランティア募集】 
１． 桃山学院大学ボラ☆フェス 
２． 大阪府立大学のボラフェス 2010 
【SEINの PR】 
３．自治体連携“実践力育成講座”情報交流会＠NPO法人南大阪地域大学コンソーシアム 
【パンゲアの PR】 
４．みどりのつどいにて食べ物ブース 
５．堺市公園協会設立 40周年イベントに食べ物ブース 
【その他】 

 ６．ボランティア・市民活動フェスティバル＠堺社協のイベントにて、市民活動発表会のコーナー

を堺 SAさん、社協と SEINと三者協働で運営 

 
□実施概要□ 
１．市民活動支援事業 
（１）SEINの NPO支援センター運営事業 
①堺モデルの協働の場づくり 
１．参加・協働評価方法検討ワーキング会議が 7回の開催へ出席。 
（※ワーキング会議とは、市民参加・市民協働事業の成果を高めることを目的とする評価の手引きを作成する会議で、

学識有識者 1名、NPO法人等の公益団体から 5名、行政から 6名、事務局に堺市市民協働課で構成） 
その会議の成果物として、 
「協働推進チェックの手引き～共に進め、高め、響きあおう！」が、行政と NPOが話し合いのもと、
完成しました。 
２．2011年 3月 18日に、「国が考える新しい公共についての勉強会」を、大阪ボランティア協会の早
瀬氏をお招きして実施しました。（40名の参加） 
②SEINのボランティアやインターンシップの受け入れ 
１．社会的事業者等訓練コース→8月 9月（1ヶ月ずつ）合計 2名受入 
２．大阪府立大学大学院の実習生の受け入れ（1名） 
３．ボランティアの受入→通年 
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（２）堺市市民活動コーナーの運営事業 
①三者協働会議 
2010年度、三者で定期的に情報共有・情報交換を実施しました。 
定例開催：2ヶ月に 1回、奇数月に行ないました。（5/21,7/22,9/30,11/26,2/1,3/17 計 6回） 
②NPO同士を情報発信でつなげる 
堺市市民活動コーナーの DM（月 1回、297通・堺市内に所在地のある NPO法人やボランティア団体）
に送付を希望する団体のチラシや情報誌等を同封する、［NPO情報メール便事業］を実施しました。 
③他県・他市の評価基準の事例収集 
I☆ねっと de さかい（堺市市民活動コーナー発行の情報紙、毎月 1 回発行）を活用し、8 月より、他
県・他市の評価基準の事例を収集。12月より、「新しい公共」の動きの広がりが生まれたため、12月
まで事例を掲載し、1月以降は、「国が考える新しい公共」の動きについて紹介しました。 

 
２．コミュニティカフェ運営事業 
①パンゲアカレッジを定例的に行なっていく 
１．10月 23日・24日にクシナガラの子どもたちにマフラーを編もう♪をインドマイトリの会とコラ
ボで実施。参加者は 2日間でのべ 28名。 
２．2月 13日（日）に餅つき大会＆味噌づくりワークショップを開催。 
 参加者はのべ 40名。 
３．2月 20日（日）にひょっこり井戸端プロジェクト第 1回の会議を開催。 
 参加者は、NPO法人さかい子育てトライアングル関係者から 3名、大阪府立大学の大学生、パンゲ
アスタッフ 3名で開催。 

 
３．市民活動団体に関する情報発信支援事業 
①ブログガイドボランティア育成によるフォロー体制の構築 
さかい Com＊Comの利用活性化のために、ブログガイドボランティアを育成し、サイトの普及とユー
ザーへのフォロー体制の構築を行ないました。また、隔月で、ブログカフェを開催しユーザーフォロ

ーのためのブログカフェを開催し、ユーザーフォローのためのブログカフェを 8 回開催し、啓発のた
めの講座開催も行ないました。 
■実施日：8/31・9/28・10/26・11/16・12/21・1/18・2/15・3/15 第 3火曜日 
■対象者：Com＊Comブロガー８（堺人ブログ）・ブログ講座受講生 
     さかい Com＊Comブログ登録団体 
②地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト 
１．「地域・テーマ公益ポータル推進プロジェクト」全国会議へ参加 
日本における公益ポータルのあり方について協議する全国会議に参加しました。 
日時：2010年 11月 7日 １０時～１６時 
場所：日本財団ビル ２Ｆ会議室１‐４（虎ノ門） 
③情報発信事業を収入の柱とする基礎をつくる 
【実績】 
 ■紙媒体 
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 １．Linkみいけ様→チラシ 2種 
２．河内長野ロータリークラブ様→ポスター、チラシ、パンフレット 
３．南区アクティブカレッジブログ講座様→募集チラシ 
４．堺市社会福祉協議会ボランティアフェスティバル→プレゼンテーション講座チラシ 
５．パル・茅渟の郷様→リーフレット 
６．美木多作業所様→リーフレット 
■HP 
１．松原市市民活動サポートセンター 
２．NPO法人 ASUの会 

 
４．参加型の話し合いの場の企画・運営事業 
①ラウンドテーブルの目的の見直しと、新規参加者の拡大 
■ NPOの交流会を実施 

 日時：8月 26日（木）19時~   参加者：28団体 40名 
②参加者同士で聴き合う関係（ネットワークづくり）ができる講座内容を充実 
堺市：堺市生涯学習者養成講座（コミュニケーショントレーニング）→6/30 
   いきいき堺市民大学（NPOについて・グループワーク）→6/29,7/29 
   南区地域活動スキルアップ講座（コミュニケーショントレーニング、プレゼンテーション講座）  
   →2/3,3/15 
   「伝える」ための研修会＆交流会にてファシリテーター→9/21 
      SS倶楽部集まりの会にてファシリテーター→3/28 
大阪狭山市：ファシリテーター研修→7/12,26 
松原市：松原市市民活動サポートサロン連続講座「市民活動ステップアップ講座」→8/5,12,19,26,9/17 
河内長野市：河内長野市連合児童会兼教員向け研修会→7/13 
生野区：生野区生涯学習推進区民会議研修会にてファシリテーター研修→6/22 
兵庫県：兵庫県男女共同参画支援センターイーブン（ファシリテーター養成講座）→1/20,27 
京都市：京都市地域助成連合会にてファシリテーター研修→12/15 

 
５．市民活動団体の事務局支援事業 
①堺市内の NPO法人の事務局体制実情の調査を行なう 
昨年からの NPO法人観濠クルーズ Sakaiの事務局支援は継続して実施しました。 
 １．のんびりクルーズの電話受付（通年） 
 ２．NPO法人観濠クルーズ Sakaiの会員名簿管理も実施（通年） 

 
６．市民活動団体とその活動に関する調査研究および政策提言に係る事業 
①堺市社会福祉協議会と、「地域課題解決型の市民活動支援の取組み」を行うために、「市民活動の現

状調査」を行なう 
堺市社会福祉協議会と協働で実施。目的やシートの作成の会議を 7/6,9/24,10/28,11/26,12/28に開催。 
SEINは、テーマ型組織をメインに対象団体 66法人のうち、26法人のヒアリング調査を行いました。 
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７．その他 
【内部への取り組みとして】 
①ＳＥＩＮを支えていただいている会員さんとのコミュニケーション！！の取り組み 
１．会員のアドレスを整理し、新しくＭＬを作成。毎月 10日に毎月のＳＥＩＮの動きを会員さんへ配
信しました。（Vol.24~Vol.32まで発行） 
２．事業報告書等、会員さんへ発送の際、ボランティア登録シートを入れました。 

 
８．理事会と総会の開催について 
 
①SEIN 理事会 

4 月 12 日 2010 年度の総会開催日、2009 年度のふりかえり、2010 年度の年間スケジュールの確定 

5 月 17 日 就業規則の件、2010 年度の総会の配布資料の件、2010 年度の総会の役割分担の件 

8 月 2 日 2010 年度の事業の進捗状況の確認、講座を受ける仕組みと体制の件 

10 月 4 日 事業の進捗状況＆共有、2010 年度上半期のふりかえり、2010 年度下半期の方向性の確認 

12 月 13 日 事業の進捗状況＆共有 

2 月 4 日 来年度に向けて共有＆方向性について 

3 月 7 日 

承認案件の確認  

（国が考える新しい公共の勉強会について、人の雇用に関して、2011 年の新人研修案に

ついて、2011 年度の堺市市民活動コーナーの仕様書について、パンゲアの倉庫改装プロ

ジェクトについて） 

国が考える新しい公共の勉強会後のこと 

②総会 

5 月 31 日 

第 1 号議案 2009 年度事業報告 

第 2 号議案 2009 年度決算報告 

第 3 号議案 2010 年度事業計画書 

第 4 号議案 2010 年度予算書 
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私たちは、 
堺市内を中心に、 

市民が自主的に行う活動を応援する 
NPOです。 


